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XI

幹 部 研 修 会 、青 年 の 主 張 、活 動 実 績 発 表 こ の 10年

7．今
、大

泉 の 姿 は

私 達 の 住 む 練 馬 区 は 、東 京 都 23区 の 西 北 に 位 置 し

か つ ては 練 馬 大 根 の 産 地 として ､全 国 にそ の 地 名 を知 ら

れておりまし たが ､今 で は キャベ ツ 等 を 中 心 とし た 都 市 農

業 地 域 で あ ります。大 泉 地 区 管 内 に は 関 越 自 動 車 道 、

西 武 鉄 道 が 横 断して お り残 り少 な い 生 産 緑 地 も102.9

hlと23区 内 全 体 の 生 産 緑 地 約 564hの 約 18％を 占 めて

おります。

主 な農 産 物 は 、蔬 菜 (キ ャベ ツ ､ブ ロッコリー等 )、軟 弱

野 菜 (ホ ウレン草 等 )、花 卉 植 木 ､果 樹 等 が あり年 間 総 生

産 額 は 約 7億 円 あり、内 蔬 菜 類 は 約 4億 5千 万 ､花 卉 植

木 等 で 約 2億 5千 万 を占 め 管 内 の 農 産 物 生 産 の 二 本 柱

となっております。ま た 立 地 条 件 を生 かし 柿 ､ブ ド ウ等 に

よる観 光 農 園 、庭 先 販 売 など 消 費 者 ニ ーズ に 合 わ せ た

販 売 経 路 の 確 保 に

努 めてい ます。

大 泉 農 業 技 術 振 興 会 の 概 況 に つ い て み ます と、昭 和

25年 に 設 立し 現 在 盟 友 数 は 99名 で 12支 部 より構 成 さ

れております。

振 興 会 で は 活 動 の 分 類 を各 生 産 目 別 とし 蔬 菜 部 ､花

卉 部 ､ま た 会 員 の 社 会 活 動 及 び 一 般 教 養 習 得 を図 るた

め の 社 会 部 ､40歳 以 下 を青 年 部 とし た 4部 門 に 分 け 機

能 集 団 活 動 を推 進しております。

振 興 会 の 実 践 活 動 を申 し 上 げ ますと、まず 全 体 会 議

として 本 部 役 員 を 中 心 とす る 運 営 役 員 会 を毎 月１回 行

い ､こ れにより農 業 技 術 に 関 す る問 題 等 を協 議 実 践して

い ます。

蔬 菜 部 ･花 卉 部 で は 主 に 農 業 改 良 普 及 所 による栽 培

技 術 講 習 会 ､現 地 検 討 会等 を行 い 部 員 は積 極 的 に専 門

技 術 の 習 得 に 日 々努 力 してい ます。

農 産 物 品 評 会 、さっ き展 示 会 、菊 花 展 示 会 、また 花

卉 ･植 木 ･野 菜 即 売 会 もJA大 泉 と共 催 で 開 催しており即

売 会 等 を通じ 生 産 者 、地 域 住 民 とJA大 泉 との 密 接 なっ

ながりが でき､JA大 泉 の 各 事 業 にも大 変 プ ラスに なり順

調 に推 移しております。

JＡ大 泉 位 置 図

大 泉 農業 技術 振 興 会機 構 図

↑JA大 泉の 間 近に あ る 東 京 外 郭環 状道 、関 越 自 動 車 道 の 大 泉IＣ
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1994年 度 ・大 泉 農 業 技 術 振 興 会

2．新 た な る 展 開

JA大 泉 の CI活 動 にも振 興 会 は 協 力 して おり､JA大 泉

職 員 を対 象 に ｢JA大 泉 の 理 念 ｣として 大 きな 柱 となって

い る ､｢農 の 新 たなる価 値 ｣の 理 解 の 徹 底 を図 る 為 に【亅Ａ

大 泉 農 業 フ ォーラ ム】とい う講 演 会 に 講 師 として 協 力 をし

たり、青 年 部 と職 員 との 意 見 交 換 会 にも参 加 し まし た 。

練 馬 区 主 催 による ｢野 菜 ウ オ ーク ラリー｣に つ きまして

も、当 振 興 会 と共 催 で 蔬 菜 部 ､青 年 部 も支 援 して おりま

す。こ れ は 単 に ､農 の 価 値 を体 験 によって 地 域 住 民 に 伝

える 為 だ け で は なくトラクターや リヤ カ ーを 出 し 青 年 部 員

が 先 立 って 引 つ張 り､ま た 参 加 者 の 子 供 達 と一 緒 に 引 き

な が ら参 加 者 と青 年 部 員 との コミニ ケ ーションも大 切 に 図

って い ます 。

振 興 会 とは 別 組 織 となります が ､JA大 泉 新 鮮 組 合 と

い う組 織 が あ り、この 組 合 の 生 み の 親 は 振 興 会 蔬 菜 部

な の で あ ります。

平 成 元 年 に 設 立し た 新 鮮 組 合 は ､パ イプ ハウスの 導

入 により露 地 栽 培 との 複 合 経 営 による周 年 栽 培 へ の 取り

組 みと、低 農 薬 にし 化 学 肥 料 は 極 力 減 らし 有 機 物 の 施

用 により新 鮮 で 安 全 な 農 産 物 へ の 取 り組 み ､と いう二 白i

が 目 的 となって スタートし た 組 織 で あります。

販 売 経 路 とし まして は 地 元 ス ーパ ーに 直 接 出 荷して お

り、平 成 5年 度 の 総 生 産 額 は 約 6千 7百 万 円 と､年 々売

上 も増 加 の 方 向 へ 向 って おります。

15７
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幹 部 研 修 会 、青 年 の 主 張 、活 動 実 績 発 表 こ の 10年

j．大 泉 の ブ ラ ン ド 化 を 目 指 じ て

こうした 中 で､振 興 会 で は今 後 ､ど のようにして 都 市 農

業 を発 展 させ 展 開していくか 振 興 会 全 体 で 時 間 を重 ね

て検 討した 結 果 ､私 達 は 次 のような 基 本 目 標 を掲 げ まし

た。

↑幼 稚園児によるイモ掘り農業体験

大 泉 の 敷 地 内 に 共 同 直 売 所 を 設 け るこ とにし 、そ こ で 売

る 農 産 物 は 有 機 低 農 薬 栽 培 で あ るとい う本 事 業 の 目 的

とす るブ ランド 化 を 図 り、販 売 活 動 を 行 って 行 くとい う基

本 方 針 が 纏 っ た の で あ りま す 。

まず ､最 初 に 地 場 流 通 を 促 進 す る た め ア ンテ ナ ショッ

プ を 設 置 し 地 区 内 の 農 産 物 の 宣 伝 をし て 貰 う為 、地 元

ス ーパ ーと 青 果 店 の 二 店 に 売 場 の 一 部 を 有 機 低 農 薬 野

菜 コ ーナ ーとして 販 売 して 貰 い まし た 。お 客 様 か らは ､｢今

後 もこ うい う野 菜 を 買 い た い ｣と い う声 が 大 変 多 く、確 実

に 有 機 低 農 薬 野 菜 に つ い て 関 心 が 向 くように なって きた

の で あ ります。

直 売 所 は ､全 国 各 地 に 続 々と 登 場 して い ま す が ､と に

か く二 十 三 区 内 で は 常 設 の 直 売 所 が 初 め て とい うことも

あ り､私 達 は 次 の ような コン セプトを 打 ち 出 し た の で す。

以 上 が 振 興 会 の 揚 げ る基 本 目 標 として 示 さ れ まし た 。

そして ､私 達 が こ の 基 本 目 標 を 実 行 するにあ たり､い

ろいろと模 索して い る 中 、会 員 の 中 か ら東 京 都 の 事 業 で

あ る ｢都 市 地 域 農 業 農 産 物 特 産 化 推 進 事 業 ｣を 是 非 大

泉 地 区 を対 象 地 区 にして 貰 い たい という意 見 が 沸 き上 が

ってきたの で す。

そ の 結 果 ､平 成 三 年 度 に 本 事 業 が ス タートし まし た 。

まず 一 年 目 は 地 域 の 農 産 物 の 中 で 基 幹 となる 作 目 を、

特 産 化 品 目 として 育 成 する 推 進 計 画 を行 い まし た 。

二 年 目 の事 業 で は ､特 産 化 推 進 の た め 対 象 品 目 等 の

品 質 の 向 上 ､生 産 量 の 増 加 と地 場 流 通 生 産 の促 進 を図

る活 動 をしてきまし た。そ こ で 私 達 はこ の 事 業 によりパ イ

プ ハ ウス ､ロ グ ハ ウスの 直 売 施 設 ､植 木 の 枝 など を 砕 く

チッパ ー､堆 肥 製 造 機 ､底 面 潅 水 用 装 置 ､除 湿 機 など の

施 設 ･機 械 を導 入 しこ の 事 業 を 進 めて きまし た。

こ の 事 業 で 導 入 し たロ グ ハ ウ ス の 直 売 施 設 は ､管 内

で 6ケ 所 導 入 され 部 員 の 殆 ど が 以 前 よりも売 り上 げ が 倍

増して お るとのことで す。

こ のように 直 売 所 は ､地 区 内 の 地 域 住 民 から 大 評 判 を

得 るようになった ので す。

最 後 の 三 年 目 のブ ランド 化 推 進 事 業 で は ､生 産 し た

作 目 を 地 域 に 根 ざし た 特 産 化 品 目 として 確 立し 地 場 流

通 の 促 進 を図 る活 動 を行 って きまし た 。

そこで 振 興 会 で は 、直 売 所 を 設 置 で きない 他 の 部 員

から ｢直 売 に 参 加 し た い ｣と い う大 変 強 い 要 望 が あ りJＡ ↑地 場 消 費の 拡 大 の 為 ス ーパ ーの イベ ン トに 協 力

↑ど の 大 根 を抜 こ う か な ？ ↑消 費 者 と コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を図 り な がらの 直売
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1994年 度 ・大 泉 農 業 技 術 振 興 会

4
．農 の 情 報 の 発 信 基 地

こ の 直 売 所 の 特 徴 の 一 つ として ､地 元 のもの だけ で な

く､全 国 各 地 の 農 産 物 ､農 産 加 工 品 を揃 えて 直 売 す る

ところ 。生 産 者 から 消 費 者 へ ､消 費 者 か ら生 産 者 へ と、

農 の 情 報 の 発 信 基 地 にし た い とい うことで あります。

こ のようなコンセプトをもった 直 売 所 にし たい とい う熱 い

思 い を胸 に ､私 達 は 目 標 に 向 って 実 行 し た の で すＯ

まず 最 初 に 私 達 は 各 部 会 で 代 表 者 を 選 出 して ､そ の

代 表 者 によりJA大 泉 農 産 物 直 売 所 設 立 準 備 委 員 会 を

平 成 5年 9月 に 発 足 さ せ ､平 成 6年 3月 まで 毎 月 会 議 は

夜 遅くまで 行 い まし た。

｢都 市 化 が 進 み やりにくくなっ た 農 業 だけ ど ､し かし 周りに

は 多 くの 消 費 者 が い る。私 達 は 何 を伝 え たら良 い の か 、

明 日 の 農 業 を 考 え る場 にし た い 。｣

｢朝 採 りの 野 菜 を､じ か に お 客 さんと顔 を 合 わ せ な が ら販

売 で きるの が い い 。と れ た て 新 鮮 野 菜 を味 わって もらい

たい 。｣

私 達 は ､こ の ような 農 業 に 対 す る『夢 』に向 って 本 格 的

に 事 業 展 開 が 始 まっ た の で す。

開 設 準 備 委 員 会 で は 、直 売 所 運 営 に 関 す る課 題 とし

↑連 日連夜の代表者会議

て 規 約 ･運 営 ･生 産 体 制 ･販 売 体 制 等こ れ らにつ い て 協

議 し 試 案 を作 成 す る作 業 部 会 を設 置し検 討してきまし た。

こうして ､振 興 会 が 中 心 となって 生 まれ た 団 体『JA大

泉 農 産 物 直 売 組 合 』が平 成 6年 4月 ８日 、生 産 者 37名 に

より発 足 し まし た 。

平 成 6年 4月 30日 に は 直 売 所 が 完 成 し、オ ープ ンの 日

を 5月 24日 火 曜 日 か らとし 、そ れ に 向 け て 毎 週 一 回 の 出

荷 者 会 議 を行 い まし た 。

ふ

↑ワ ー、私 に も 大 根 抜 け た わ ./↑JA大 泉 農産 物 直 売 組 合 設 立 総 会
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幹 部研 修 会、青 年 の主 張、活 動 実 績 発表 こ の 10年

j．夢 へ 向 け て の 第 一 歩

そして 遂 に オープ ンの 日 が や って きまし た 。当 日 は 大

泉 産 の 農 産 物 だけ で なく、静 岡 県 の おさだ 農 園 さん か ら

は 減 農 薬 の オレ ンジ か ら作 っ た マ ーマ レ ード、同 県 の 山

崎 さんからは 無 農 薬 の お 茶 ､岐 阜 県 の 横 田 さん からは 天

日 子しの 椎 茸 なども販 売 し ､新 潟 県 からは 低 農 薬 ､有 機

栽 培 の 特 別 栽 培 米 の 予 約 も受 け 付 け まし た 。

お かげ さまで 直 売 所 の 農 産 物 の 方 も、午 前 中 には 完

売してしまい 大 好 評 でし た。

マ スコミの 方 も、商 店 街 や 住 宅 地 が 密 集 す る東 京 23

区 で は 、ここ JA大 泉 の 直 売 所 が はじ めてとい うこともあ

って、当 日 はＮＨＫな ど多 数 の 取 材 攻 勢 で 非 常 に 慌 た だ

しい 日 でした 。

↑5月 24日 遂 に オ ープ ン

↑大 好 評 の た め対 応 に 追 わ れる生 産 者↑新 潟 県 か ら は 大 原 さ んに よ る 特 別 栽 培 米 の 受 付
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1994年 度 ・大 泉 農 業 技 術 振 興 会

61 こ の 輪 を 明 日 に 向 け て
ぞ リ ｣と いう決 意 も新 たにし ､今 はまだ小 さな 輪 で す が も

っともっと大 きな 輪 とし 、この す ば らしい 都 市 農 業 からの

贈 り物 を皆 様 に 届 け たい と思 い ます。

現 在 ､営 業 日 は 月 火 木 金 土 の 5日 間 ､営 業 時 間 は 午

前 10時 ～午 後 3時 まで で､パ ート二 人と生 産 者 が 一 人 づ

つ 交 替 で 販 売しており､売 り上 げ も順 調 に 推 移しており

ます。

こ れ から 直 売 組 合 で は 子 供 向 け 農 業 体 験 など ､イ ベ

ントもた だ 今 企 画 中 であります。

最 後 に ｢農 業 は す ば らし い 7　こ こ 大 泉 で が ん ば る
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